
年度別新患者数　　（図1）
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障害別年齢分類　　（図2）
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障害別性別分類　（表1）

障害名 男 女 合計

脳血管障害 198 149 347
精神遅滞 157 171 328
全身疾患 89 176 265
脳性麻痺 26 70 96
自閉症 76 17 93
ダウン症 30 31 61
リウマチ性疾患 6 33 39
てんかん 15 10 25

統合失調症 16 2 18

合計 613 659 1,272    

一生涯を通した歯科保健対策の確立をめざして（１１） 

富岡甘楽歯科医師会口腔保健センター診療所における 

１０年間の障害者（児）の治療状況について （第２報） 
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１．はじめに 

富岡甘楽歯科医師会は、各ライフステージにおける歯科保健対策の一環として、平成 6年 10月、当歯科医

師会口腔保健センター診療所に障害者(児)歯科診療を開設し、10 年が経過した。平成 8年開催の第 6回群馬

県歯科保健大会において診療体制ならびに開設後2年間の実態について発表したが、今回は、開設からこれま

での利用者の状況について追加報告するとともに、今後の当センター診療所のあり方について検討したい。 

 

２．対象ならびに方法 

 平成 6 年 10 月より平成 16 年 3 月までの 10 年間に当セ

ンター診療所を受診した患者の診療録をもとに、患者およ

び診療の実態を集計し分析を行った。 

 

３．結果 

センター診療所利用延べ患者数は、5,037 名（男 2,626

名、女 2,411名）、診療日数457日で、受診者障害別では、

脳血管障害が最も多く、次いで精神遅滞、全身疾患の順に

なっている。 

受診した新患総数は、1,272名（男 613名、女 659名）で、

男女比はほぼ同じであった。開設後 3 年で受診者数が 2 倍

になり、その後年々増加傾向を示している（図１）。 

障害別で最も多いのは、脳血管障害の 347 名（27.3％） 

次いで精神遅滞 328 名（25.8％） 糖尿病、心疾患などの全

身疾患者265名（20.8％）で以下、脳性マヒ、自閉症、ダウン

症、リウマチ疾患、てんかん、統合失調症となっている(表１) 

開設当初から現在まで、精神遅滞、ダウン症、脳性マヒな

どの障害には受診者数に変化が見られないのに比べ、脳血

管障害や全身疾患の受診者数が年々増加傾向にある。中で

も脳血管障害者に関しては、初年度の4倍以上に急増してい

るのがわかる。 

障害別男女比を見ると、男性では精神遅滞、脳血管障害

者の比率が高く、女性はそれらに加え全身疾患の患者が多

いことがわかる。 

年齢別割合では、20 才未満の者と 60 才以上の受診者が

多い。90 歳以上の方の受診があることは現代の高齢社会を

物語っている(図２)。 



処置内容（平成６年１０月～１５年３月）（図3）
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10年間の診療内容統計では、保存処置は、歯冠修復936

本（インレー210 本、レジン充填 726 本）、小窩裂溝填塞など

の予防処置 100 本、根管処置 356 本（抜髄 154 本、感染根

管 155 本、即充 36本、失即充 11本）であった。 

外科処置は、抜歯646本（永久歯491本、乳歯155本）、

補綴処置として歯冠補綴 348 本、欠損補綴 286 装置（部分

床義歯 128、総義歯 105、ブリッジ 53）、補綴物修理 330 装

置(増歯78、リベース179、破折52、クラスプ新調21)、義歯

調整(指導)1,191 装置であった(図３)。 

  

４．考察 

センター診療所開設よりの利用状況は、延べ人数 5,037 名で、来院者の平均年齢は年々高齢化傾向にある。

初年度平均年齢は 49 歳であったが、現在では 59 歳である。障害別の平均年齢は、脳血管障害 69.8 歳、全身

疾患を有する者 66.9 歳、リウマチ性疾患 67.7 歳と高い。 

70 歳以上の障害者の多くは、脳血管障害および全身疾患を有する患者であり、全身管理を要し、治療内容に

よっては内科医との連携が必要な患者が多い。幸いにも、これら受診者の多くは、隣接する七日市病院からの紹

介が多く、病診連携が確立しており、術前管理を十分に行うことで、治療がスムーズに行え、術後のケアもフォロ

ーされている。 

また、平成12年以降の受診者数をみると、全体の約2/3が脳血管障害と全身疾患を有する患者で、この頃よ

り急激な増加を示している。これは介護保険導入後、隣接する公立七日市病院が平成 13 年に一般病棟の 60

床に加え、療養型病床群 50 床を増床したことに関係していると考えられる。特に療養型病床群を備える病院に

おいては、歯科診療ができる設備（歯科）が必要であると感じる。 

 

５．今後の課題 

①障害者(児)歯科診療の充実と拡大 

要介護者並びに行動管理を必要とする障害者（児）の場合、通常の診療より時間を要することが多い。１日に

診られる患者数は限られているにもかかわらず受診患者数は年々増加しており、今のシステムでは限界がある

と思われる。継続的な管理の必要性からも、設備の充実、診療日の増設、スタッフの増員などを検討する必要が

ある。 

②当センター診療所の役割の拡大 

受診者数や治療内容から鑑みると当センター診療所は地域の障害者(児)歯科診療の中心的な役割を担って

いるといえる。障害者（児）歯科診療をさらに充実していくために、歯科疾患の治療・予防・管理だけではなく、障

害者（児）歯科診療に対応できる医療従事者の養成機関として活動していく必要性を感じる。多くの医療従事者

に研修の場を提供し、将来的には、他の医療機関でも障害者（児）ならびに要介護者が安心して受診できるよう

にしていきたい。 

③地域に貢献 

平成 15年度、富岡甘楽地区に、2,975 人が身体障害者手帳の交付を受け、要介護認定者は、3,324人いる。

現在、施設入所者に対しては、施設と歯科保健管理契約を結び、歯科健診や歯科衛生士による口腔ケア等を

行っているが、今後は、在宅の要介護者および障害者（児）に対しても、歯科疾患に対するスクリーニングや、歯

科かかりつけ医登録などを実践し、歯科保健の充実を図っていきたい。 


